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●ごみ減量の取組例 

【全ての業種に共通するごみ減量】 

・ごみ排出状況の把握 リデュース 

ごみの種類ごとに発生量や資源化状況を把握し、定期的な評価や改善を実施し、事

業所内のごみ減量の意識を向上させましょう。 

 

・ごみ減量計画書の作成 リデュース 

ごみ排出量や資源化の目標を設定するごみ減量計画書を作成し、事業所全体でごみ

減量に努めましょう。 

 

・環境学習の実施 リデュース 

ごみ減量の意義や取組状況に関する理解を深めるために、事業所での環境学習を実

施し、従業員への意識付けを行いましょう。 

 

・排出量の削減 リデュース 

 ペーパータオルではなくハンドドライヤーの導入やマイボトル持参の普及等、排出

されるごみを削減する新たな取組を、事業所全体で考えましょう。 

 

【業種別のごみ減量】 

官公庁、金融機関、旅行会社、医療機関、その他事務所関係等 

・紙類の使用量の削減 リデュース 

両面コピーや裏紙の使用、割付印刷及びペーパーレス化（社内文書の電子メール化

等）等の推進により紙類の使用量を削減しましょう。 

  

・繰り返し使える事務用品の利用 リデュース リユース 

 事務用品は必要な量だけ購入し、補充式、詰替式のものを積極的に利用しましょう。 

 （例 ボールペン、テープのり等） 

 

飲食店・食品製造事業者等 

・食品ロスの削減 リデュース  

飲食店では調理時に無駄なごみを出さないよう工夫し、可能な限り使いきりましょ

う。また、可能であれば量り売りや小盛りメニュー等を実施することで食べ残しを削

減しましょう。 

・生ごみ自己処理の推進 リデュース 

 飲食店では業務用生ごみ処理機などを利用して生ごみの排出量を削減しましょう。 

 

 

事業系ごみ減量、再資源化の取組例 
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・生ごみを濡らさない（水分の削減） リデュース 

生ごみをできるだけ水に濡らさないように注意し、水分を含んでいる場合は水きり

ネットなどを利用して、できるだけ水分を取り除きましょう。 

 

・繰り返し使える製品の利用 リデュース リユース 

飲食店では割り箸や紙製おしぼり等の使い捨て製品の使用を控え、繰り返し使用可

能な製品を利用しましょう。 

 

販売店 

・食品ロスの削減 リデュース 

食品販売店では在庫管理、賞味期限・消費期限が近づいた商品の売り切り等、工夫

した取組により、できるだけ期限切れ食品の発生をなくしましょう。また、量り売り

や個食に対応した商品の販売等、購入した人にとっても食べ残しが出ないよう工夫し

ましょう。 

 

・繰り返し使える製品の利用 リデュース リユース 

仕入れの際は、ダンボール等の使用は控え、通い箱など繰り返し使用できるものを

利用しましょう。 

 

・簡易包装化、資源回収、環境に配慮した商品の販売の推進 リデュース リサイクル 

簡易包装化、販売した資源の回収、エコマーク商品や詰め替え商品の販売等を推進

し、市民と販売店が協力してごみ減量、資源化に取り組みましょう。 

 

●資源化（リサイクル）の取組例 

【かん、びん、ペットボトル、紙、布等の分別徹底】 

・資源分別の徹底 リサイクル 

事業所内での分別ルールを徹底し、一般ごみとして排出されているごみに含まれる

かん、びん、ペットボトル、紙、布を分別しましょう。特に事務所等における書類（機

密書類やシュレッダー紙を含む）などの紙類を資源化しましょう。 

機密書類等の個人情報を含むものは、シュレッダー機を利用するなど、工夫をしま

しょう。 

 

・来客者のごみ分別推進 リサイクル 

来客者が多い事業所では、来客者用分別ボックスを設置するなど、来客者が資源分

別を徹底できるような環境をつくりましょう。     

 


